
玉ねぎのべと病対策に
植物施用液PGS-1000 玉ねぎのべと病対策編

難易度 ： ★★☆☆☆

時期 ： 10 月 ～ 4月

適した土壌 ： 水はけの良い土壌



玉ねぎのべと病対策に

植物施用液PGS-1000 玉ねぎのべと病対策編

・堆肥1㎡当たり1kg、苦土石灰1㎡当り200gを 
　菜園に敷き、良く耕します。 

・植物施用液PCS-1000を1000倍に希釈後、 
　1㎡に対し1ℓ～2ℓ散布します。 

・植え付けから15日追肥をします。 
  （1㎡当たり一握り40g） 
 　以後30日に1度、収穫まで追肥します。 

・マルチを施し、1～2週間後に植付けを 
　行います。



玉ねぎのべと病対策に

植物施用液PGS-1000 玉ねぎのべと病対策編

・PGS-1000を1000倍～3000倍に希釈し、 
　7日～10日に一度散布します。 

　写真では50本の玉ねぎに対し希釈液4ℓ散布。 

・PGS-1000の散布以外は、土が乾いたら 
　水を与えます。



玉ねぎのべと病対策に

植物施用液PGS-1000 玉ねぎのべと病対策編

・3月頃になると実が大きくなり始めるので 
　追肥を行います。 

・収穫1週間前から水分を与えるのを控えます。 

・10月の植え付けから翌年4月に収穫。 
　葉が倒れてから、1週間を目安に収穫します。




